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新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の 影響に 伴い 、 選抜方法及び日程等につい て 変更に な る 可能性が

あ り ま す。 変更が 生じ た 場合は、 ウ ェ ブ サ イ ト ま た は受験票交付時に 同封する 書類を 通じ て

お知ら せし ま す。
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はじ めに 

 令和4（ 2022） 年4月1日、 大阪大学は、 大学院文学研究科およ び言語文化研究科

を 統合・ 再編し 、 ５ つの 専攻（ 人文学／言語文化学／外国学／日本学／芸術学） か

ら 成り 立つ「 人文学研究科」 を 新設し ま し た 。  

 

 人文学研究科の 令和6（ 2024） 年4月入学者を 対象と する 学生募集は、 課程・ 専攻

（ 日本学専攻はコ ース ） ご と に 行う た め 、 学生募集要項、 入試日程及び選抜方法等

が そ れぞれ異な り ま すの で 注意し て く だ さ い 。  

こ の 学生募集要項は 、 人文学研究科博士前期課程日本学専攻応用日本学コ ース

実践ト ラ ッ ク に 出願する た め の 学生募集要項で す。  

 

 

そ の 他留意事項 

○  外 国 人 留 学 生 を 対 象 と す る 日 本 学 専 攻 応 用 日 本 学 コ ー ス 専 修 ト ラ ッ ク （ 10月 入 学 の み ） に つ い て は 、

入 学 者 選 抜 方 法 が 異 な り ま す の で 、 別 途 お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。 （ 専 修 ト ラ ッ ク に は 、 ４ 月 入 学 の 募

集 は あ り ま せ ん 。 ）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

令和 4（ 2022） 年 4 月 1 日、 文学研究科と 言語文化研究科が統合・ 再編し 、 新し く ５ つの

専攻を 包括し た「 人文学研究科」 と し て 生ま れ変わ り ま し た 。 思想・ 歴史・ 文学・ 言語文化・

社会・ 芸術な ど 多領域にわた り 超横断的な 学びの 場を 提供し 、 国際的な 相互理解を 推進する

研究者・ 高度専門職業人を 育成し ま す。  

 

■人文学研究科のミ ッ シ ョ ン  

人文学研究科で は、 安定し た 教育プ ロ グ ラ ム を 提供する ５ 専攻群（ 人文学／言語文化学／

外国学／日本学／芸術学） と と も に 、 ５ 専攻を 横断し て 研究科全体の 研究・ 教育体制を 俯瞰

し 、 共通科目の 提供や専攻を 超え た 交流等を 推進する 組織と し て 「 人文学林」 を 新た に設置

し ま し た 。  

「 人文学林」 で は、 ３ つの 学問分野と ４ つの地理的エ リ ア を 組み合わせて 12 に区分さ れた

「 学術マ ト リ ッ ク ス 」 を 設け て おり 、 教員はそ の 12 の区分に配置さ れて い ま す。 学生は所属

専攻の垣根を 超え て そ れぞれの興味関心に 従っ て そ の 区分を 選択する こ と で 、 社学連携活動

を 実施し た り 研究グ ループを 立ち 上げた り する な ど 、 専攻を 超え た 交流や研究の振興、 さ ら

に は新た な 学問分野の創出が可能と な り ま す。  

 

■５ 専攻紹介 

人文学専攻 「 人間と は何か」 を 探求する 人文学 Humani t i es  の継承と 発展 

次の ４ コ ース によ り 、「 人間性」 を 探求する と と も に、 現代の諸課題に も 取り 組みま す。 ①

哲学コ ース （ 哲学哲学史、 科学技術社会論、 臨床哲学、 中国哲学、 イ ン ド 学・ 仏教学）、 ②グ

ロ ーバルヒ ス ト リ ー・ 地理学コ ース （ 東洋史学、 西洋史学、 人文地理学）、 ③文学コ ース （ テ

ク ス ト 表現論 [ 英米文学、 ド イ ツ 文学、 フ ラ ン ス 文学、 中国文学] 、 テ ク ス ト 環境論）、 ④比

較・ 対照言語学コ ース  

 

言語文化学専攻 今日的な 課題に幅広い 観点か ら 取り 組む 

３ 分野６ 講座（ Ⅰ:  超領域文化論講座、表象文化論講座、Ⅱ:  コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 論講座、

第二言語教育学講座、 Ⅲ:  理論言語学・ デジ タ ルヒ ュ ーマ ニ テ ィ ーズ 講座、 言語認知科学講

座） が連携し つつ、 伝統的な ディ シ プリ ン と 新た な 研究領域や研究方法論を 融合し 、 言語と

文化に関する 高度な 教養や情報活用能力を 修得する こ と で 、 今日の 多文化・ 多言語社会にお

け る 国家・ 民族・ 文化間の 諸問題等に取り 組みま す。  

 

外国学専攻 24 の言語と そ の地域につい て 多角的・ 徹底的に学べる  

24 の言語と そ れを 基底と する 文化一般に ついて 、 高度な 言語運用能力を も と に理論と 実践

の 両面に わ た り 総合的に教授・ 研究する 「 外国学研究」 を 主眼と し 、 人文社会科学諸分野や

学際的ア プ ロ ーチから 世界の 言語と 文化を 研究し ま す。 ①地域文化研究コ ース （ ア ジ ア ・ ア

フ リ カ 言語文化コ ース 、ヨ ーロ ッ パ・ ア メ リ カ 言語文化コ ース ）、②高度専門職業人コ ース（ 英

語教員リ カ レ ン ト ・ コ ース 、 中国語教員リ カ レ ン ト ・ コ ース ）  

 

日本学専攻 基盤的研究と 応用的展開の 双方を カ バーする 日本最大規模の日本学専攻 

基盤日本学コ ース と 応用日本学コ ース の２ コ ース を 擁する 日本学専攻は、 日本の言語・ 文

化・ 社会・ 歴史・ 文学な ど を 厳密に 学問的な 方法に基づいて 深く 探究する と と も に 、 そ の専

門的知見に 基づいて 日本の抱え る 今日的課題に 果敢に 取り 組むこ と の で き る 人材を 育成し ま

す。 さ ら に 、 比較や交流の観点から 日本を 世界的視野の う ち に 捉え 、 日本語・ 日本文化につ

い て の幅広い 知見を 基礎と し て グ ロ ーバルに活躍で き る 実践力・ 応用力を 養いま す。  
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芸術学専攻 基礎と 社会的実践の両方に 立脚、 国立総合大学最大の芸術学の専攻 

 ４ コ ース（ ア ート ・ メ ディ ア 論コ ース 、 美学・ 文芸学コ ース 、 音楽学・ 演劇学コ ース 、 日本

東洋美術史・ 西洋美術史コ ース ） か ら 成る 芸術学専攻で は、 他の何も のに よ っ て も 代替不可

能な 営みで あ る 芸術を 、 全国的にも 類を 見な い 規模で 捉え 、 専門的・ 先端的且つ学際的な 厚

みと 多様性を 備え た 研究・ 教育活動を 行い ま す。 こ れに よ り 、 現代社会の 諸シ ス テ ム の制約

や限界を 超え 出る 可能性・ 構想力を 持っ た 人材を 育成し ま す。  

 

 

■各専攻の入学定員と 学位プロ グ ラ ム  

 

＊  教 授 会 の 議 を 経 て 総 長 が 適 当 と 認 め た と き は 、「 修 士 ／ 博 士（ 学 術 ）」 を 授 与 す る 場 合 が あ り ま す 。  
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Ⅰ 日本学専攻応用日本学コ ース  ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー 

大阪大学およ び人文学研究科の ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ーの も と に 、 学位プ ロ グ ラ ム 「 応用

日本学」 は、 教育目標に 定め る 人材育成の 方針に 沿っ て 、 次の と おり 、 ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ

シ ーを 定め 、 入学者を 受け 入れま す。  

 

【 求め る 人材像】  

学位プ ロ グ ラ ム 「 応用日本学」 で は 、 日本語・ 日本文化領域の 教育研究に 強い 関心を 持つと

と も に 、 日本語・ 日本文化を 世界の 諸言語・ 文化の 中で 相対的に 捉え 、 理解し よ う と する 比較

対照的視座を も っ た 思考力に 優れた 人材を 広く 世界に 求め ま す。 将来、 国内外の 高等教育機関

等で 、比較日本学、応用日本語学、日本語教育学の 各分野におけ る 教育者や研究者を 目指す人、

海外協力機関や国際機関で 日本語・ 日本文化の 発信の た め に 必要な 企画・ 立案・ 交渉・ 運営等

を 行う 専門職業人を 目指す人、 ま た 日系企業等を 活動の 場と し て 、 日本と 世界の 国々と の 懸け

橋と な る こ と を 目指す人々の 入学を 期待し て い ま す。  

 

【 入学者選抜の 基本方針】  

学位プ ロ グ ラ ム 「 応用日本学」 の 入学試験は 、 大阪大学で 受験する 人を 対象と し た 実践ト ラ

ッ ク（ ４ 月入学） と 、 外国人留学生を 対象と し 、 海外か ら の受験を 可能と する 専修ト ラ ッ ク（ 10

月入学） と に 区分し て 実施し ま す。 いずれの ト ラ ッ ク に おい て も 、 比較日本学、 応用日本語学、

日本語教育学の 各分野に おい て 研究を 遂行する の に 必要な 専門的知識と 方法論的知識、 およ び

資料収集・ 分析の能力を 判定する た め の 試験を 行い ま す。 な お、 実践ト ラ ッ ク で は 、 一般選抜、

社会人選抜、 外国人留学生選抜を 実施し ま す。  

 

【 具体的選抜方法と 、 資質・ 能力と の 関係】  

1.  実践ト ラ ッ ク の 一般選抜で は、 上記の 知識・ 能力を 考査する 筆記試験に 加え 、 外国語能力

を 考査する 筆記試験、 およ び研究能力、 意欲、 適性な ど を 判定する 口述試験に よ り 選抜し

ま す。  

2.  実践ト ラ ッ ク の 社会人選抜と 外国人留学生選抜で は 、 上記の 知識・ 能力を 考査する 筆記試

験と 、 研究能力、 意欲、 適性な ど を 判定する 口述試験に よ り 選抜し ま す。  

3.  専修ト ラ ッ ク で は 、 提出書類（ 小論文、 研究計画を 含む） の審査に 加え て 、 上記の 知識・

能力を 考査し 、 研究能力、 意欲、 適性な ど を 判定する た め に、 E メ ール等に よ る リ モ ート

イ ン タ ビ ュ ーに よ り 選抜し ま す。  

 

※ 詳し く は 、人文学研究科日本学専攻応用日本学コ ース ウ ェ ブ サ イ ト の「 教育目標及び 3 ポ            

リ シ ー」 を ご 覧く だ さ い。  

(h ttp s: //w w w 1 . l a n g . osa k a -u . a c. j p /j c/a dm i ssi on /a _ p ol i cy. h tm l )  

 

 

Ⅱ 募 集 人 員 

日本学専攻応用日本学コ ース  
夏季試験に おけ る 募集人員 7名程度 

合計10名 
冬季試験に おけ る 募集人員 3名程度 

 

＊  博 士 前 期 課 程 日 本 学 専 攻 の 募 集 人 員 は 、 基 盤 日 本 学 コ ー ス 30名 及 び 応 用 日 本 学 コ ー ス 10名 の 計 40名

で す 。  

＊  【 社 会 人 】 及 び【 外 国 人留 学 生 】 に つ い て は 、 こ の 募 集 要 項 に 基 づ い て 学 力 検 査 の 一 部（ 言 語 の 試 験 ）

を 免 除 し た 上 で 入 学 試 験 を 実 施 し ま す の で 注 意 し て く だ さ い 。  
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Ⅲ 専攻・ コ ース 及びト ラ ッ ク  

専 攻・ コ ース  ト ラ ッ ク  

博士前期課程 

日本学専攻 応用日本学コ ース  

日本語・ 日本文化実践ト ラ ッ ク  

日本語・ 日本文化専修ト ラ ッ ク （ 外国人留学生の み） * 

 

＊ 【 日本語・ 日本文化専修ト ラ ッ ク 】 （ 10月入学の み） に つい て は 、 入学者選抜方法が 異な

り ま すの で 、 巻末の《 問い 合わ せ先》 へ別途お問い 合わ せく だ さ い 。（ 専修ト ラ ッ ク に は、

4月入学の 募集は あ り ま せん 。 ）  

 

 

Ⅳ 出願資格（ 【 一般】 、 【 社会人】 及び【 外国人留学生】 別に、 各該当項目事項を 参照し て く

だ さ い 。 ）  

１  【 一般】 次の ( 1) か ら ( 12) の い ずれか に 該当する 者 

( 1)  大学又は専門職大学を 卒業し た 者及び令和6（ 2024） 年3月31日ま で に 卒業見込みの 者 

( 2)  学校教育法第104条第7項の 規定に よ り 学士の 学位を 授与さ れ た 者及び令和6（ 2024） 年3

月31日ま で に 授与さ れる 見込みの 者 

( 3)  外国におい て 、 学校教育におけ る 16年の 課程を 修了し た 者及び令和6（ 2024） 年3月31日

ま で に 修了見込みの 者 

( 4)  外国の 学校が 行う 通信教育に おけ る 授業科目を 日本に おい て 履修する こ と に よ り 当該

外国の 学校教育に おけ る 16年の課程を 修了し た 者及び令和6（ 2024） 年3月31日ま で に 修了

見込みの 者 

( 5)  我が 国に おい て 、 外国の 大学（ 専門職大学に 相当する 外国の 大学を 含む。 以下同じ 。 ）

の 課程（ そ の 修了者が 当該外国の学校教育に おけ る 16年の 課程を 修了し た と さ れる も の に

限る 。 ） を 有する も の と し て 当該外国の 学校教育制度に おい て 位置付け ら れ た 教育施設で

あ っ て 、 文部科学大臣が 別に 指定する も の の 当該課程を 修了し た 者及び令和6（ 2024） 年3

月31日ま で に 修了見込みの 者 

  ( 6)  外国の 大学そ の 他の 外国の 学校（ そ の 教育研究活動等の 総合的な 状況に つい て 、 当該外      

   国の政府又は関係機関の 認証を 受け た 者に よ る 評価を 受け た も の 又はこ れに 準ずる も の と       

   し て 文部科学大臣が 別に 指定する も の に限る 。 ） に おい て 、 修業年限が ３ 年以上で あ る 課      

   程を 修了する こ と （ 当該外国の 学校が 行う 通信教育に おけ る 授業科目を 日本に おい て 履修      

   する こ と に よ り 当該課程を 修了する こ と 及び当該外国の 学校教育制度に おい て 位置付け ら       

   れた 教育施設で あ っ て ( 5) の 指定を 受け た も の に おい て 課程を 修了する こ と を 含む。 ） に       

   よ り 、 学士の 学位に 相当する 学位を 授与さ れた 者及び令和6（ 2024） 年3月31日ま で に 授与

さ れる 見込みの 者 

 ( 7)  専修学校の 専門課程（ 修業年限が ４ 年以上で あ る こ と そ の 他の 文部科学大臣が定め る 基

準を 満た すも の に 限る 。 ） で 文部科学大臣が 別に 指定する も の を 文部科学大臣が 定め る 日

以後に 修了し た 者及び令和6（ 2024） 年3月31日ま で に修了見込みの 者 

( 8)  文部科学大臣の 指定し た 者（ 昭和28年2月7日文部省告示第5号参照）  

( 9)  学校教育法第102条第２ 項の 規定に よ り 大学院に 入学し た 者で あ っ て 、 本研究科に おい

て 、 教育を 受け る に ふさ わ し い学力が あ る と 認め ら れた も の  

( 10)  大学又は専門職大学に3年以上在学し た 者で あ っ て 、 本研究科に おい て 、 所定の 単位

を 優秀な 成績で 修得し た も の と 認め ら れた も の ( 当該単位の 修得の 状況及び法科大学院が

当該法科大学院に おい て 必要と さ れる 法学の 基礎的な 学識を 有する か ど う か を 判定する

た めに 実施する 試験の 結果に 基づき 、 こ れと 同等以上の 能力及び資質を 有する と 認め ら

れた も の を 含む。 )  

( 11)  外国に おい て 学校教育に おけ る 15年の 課程を 修了し た 者、 外国の 学校が 行う 通信教育

に おけ る 授業科目を 我が 国に おい て 履修する こ と に よ り 当該外国の 学校教育に おけ る 15

年の課程を 修了し た 者又は我が国に おい て 外国の 大学の 課程( そ の 修了者が 当該外国の 学

校教育に おけ る 15年の 課程を 修了し た と さ れ る も の に 限る 。 ) を 有する も の と し て 当該外
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国の学校教育制度に おい て 位置付け ら れた 教育施設で あ っ て 、 文部科学大臣が 別に指定

する も の の 当該課程を 修了し た 者で 、 本研究科に おい て 、 所定の 単位を 優秀な 成績で 修

得し た も の と 認め ら れた も の  

( 12)  本研究科に おい て 、 個別の 入学資格審査に よ り 、 大学又は専門職大学を 卒業し た 者と

同等以上の 学力が あ る と 認め ら れた 者で 、 令和6（ 2024） 年3月31日ま で に22歳に 達する も

の  

※( 9) ( 10) ( 11) 又は( 12) に 掲げる 出願資格に よ り 出願し よ う と する 者は 、 あ ら か じ め 出願資

格の 認定を 受け る 必要が あ り ま すの で 、 「 Ⅴ 出願資格事前審査」 を 参照し て く だ さ い 。 

 

２  【 社会人】 ( 1) の ①又は②に 該当し 、 か つ、 ( 2) の①か ら ⑨ま で の い ずれか に 該当する 者 

( 1)  職歴等 

① 入学時に 有職者（ 出願時に 就職内定者を 含む。 ） で あ る 者 

② 令和6（ 2024） 年3月に おい て 25歳以上の 者 

 

( 2)  学歴等 

① 大学又は 専門職大学を 卒業し た 者 

② 学校教育法第104条第7項の 規定によ り 学士の 学位を 授与さ れた 者 

③ 外国に おい て 、 学校教育に おけ る 16年の 課程を 修了し た 者 

④ 外国の 学校が 行う 通信教育に おけ る 授業科目を 日本に おい て 履修する こ と に よ り 当該

外国の 学校教育に おけ る 16年の 課程を 修了し た 者 

⑤ 我が 国に おい て 、 外国の 大学（ 専門職大学に 相当する 外国の 大学を 含む。 以下同じ 。 ）

の 課程（ そ の 修了者が 当該外国の 学校教育に おけ る 16年の 課程を 修了し た と さ れる も の に

限る 。 ） を 有する も の と し て 当該外国の学校教育制度に おい て 位置付け ら れ た 教育施設で

あ っ て 、 文部科学大臣が 別に 指定する も の の 当該課程を 修了し た 者 

   ⑥ 外国の 大学そ の 他の 外国の 学校（ そ の 教育研究活動等の 総合的な 状況に つい て 、 当該      

    外国の 政府又は関係機関の 認証を 受け た 者に よ る 評価を 受け た も の 又はこ れ に準ずる も

の と し て 文部科学大臣が別に 指定する も の に 限る 。 ） に おい て 、 修業年限が 3年以上で あ

る 課程を 修了する こ と （ 当該外国の 学校が 行う 通信教育に おけ る 授業科目を 日本に おい

て 履修する こ と に よ り 当該 課程を 修了する こ と 及び当該外国の 学校教育制度に おい て

位置付け ら れ た 教育施設で あ っ て ⑤の 指定を 受け た も の に おい て 課程を 修了する こ と

を 含む。 ） に よ り 、 学士の 学位に 相当する 学位を 授与さ れた 者 

   ⑦ 専修学校の 専門課程（ 修業年限が 4年以上で あ る こ と そ の 他の 文部科学大臣が 定め る        

    基準を 満た すも の に 限る 。 ） で 文部科学大臣が 別に 指定する も の を 文部科学大臣が 定め       

    る 日以後に 修了し た 者 

   ⑧ 文部科学大臣の 指定し た 者（ 昭和28年2月7日文部省告示第5号参照）  

   ⑨ 本研究科に おい て 、 個別の 入学資格審査に よ り 、 大学又は専門職大学を 卒業し た 者と 同

等以上の 学力があ る と 認め ら れた 者で 、 令和6（ 2024） 年3月31日ま で に22歳に 達する も

の  

  ※  ⑨に 掲げる 出願資格に よ り 出願し よ う と する 者は、 あ ら か じ め 出願資格の 認定を 受け る

必要が あ り ま すので 、 「 Ⅴ 出願資格事前審査」 を 参照し て く だ さ い 。  

 

３  【 外国人留学生】 在留資格「 留学」 を 有し （ 入学時に 在留資格を 「 留学」 に 変更する 者

を 含む。 ） 、 次の ( 1) か ら ( 12) の い ずれか に 該当する 者 

( 1)  大学又は専門職大学を 卒業し た 者及び令和6（ 2024） 年3月31日ま で に 卒業見込みの 者 

( 2)  学校教育法第104条第７ 項の 規定に よ り 学士の 学位を 授与さ れた 者及び令和6（ 2024） 年

3月31日ま で に 授与さ れる 見込みの 者  

( 3)  外国におい て 、 学校教育におけ る 16年の 課程を 修了し た 者及び令和6（ 2024） 年3月31日

ま で に 修了見込みの 者 

( 4)  外国の 学校が 行う 通信教育に おけ る 授業科目を 日本に おい て 履修する こ と に よ り 当該

外国の 学校教育に おけ る 16年の課程を 修了し た 者及び令和6（ 2024） 年3月31日ま で に 修了
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見込みの 者 

  ( 5)  我が 国に おい て 、 外国の 大学（ 専門職大学に 相当する 外国の 大学を 含む。 以下同じ 。 ）

の 課程（ そ の 修了者が 当該外国の 学校教育に おけ る 16年の 課程を 修了し た と さ れる も の に

限る 。 ） を 有する も の と し て 当該外国の 学校教育制度におい て 位置付け ら れた 教育施設で

あ っ て 、 文部科学大臣が 別に 指定する も の の 当該課程を 修了し た 者及び令和6（ 2024） 年3

月31日ま で に 修了見込みの者 

( 6)  外国の 大学そ の 他の 外国の 学校（ そ の 教育研究活動等の 総合的な 状況に つい て 、 当該外

国の 政府又は 関係機関の 認証を 受け た 者に よ る 評価を 受け た も の 又は こ れ に 準ずる も の

と し て 文部科学大臣が 別に 指定する も の に 限る 。 ） に おい て 、 修業年限が3年以上で あ る 課

程を 修了する こ と （ 当該外国の 学校が 行う 通信教育に おけ る 授業科目を 日本に おい て 履修

する こ と に よ り 当該課程を 修了する こ と 及び当該外国の 学校教育制度に おい て 位置付け

ら れた 教育施設で あ っ て ( 5) の 指定を 受け た も の に おい て 課程を 修了する こ と を 含む。） に

よ り 、 学士の 学位に 相当する 学位を 授与さ れた 者及び令和6（ 2024） 年3月31日ま で に 授与

さ れる 見込みの 者   

( 7)  専修学校の専門課程（ 修業年限が 4年以上で あ る こ と そ の 他の 文部科学大臣が 定め る 基準

を 満た すも の に 限る 。 ） で 文部科学大臣が 別に 指定する も の を 文部科学大臣が定め る 日以

後に修了し た 者及び令和6（ 2024） 年3月31日ま で に 修了見込みの 者  

( 8)  文部科学大臣の 指定し た 者（ 昭和28年2月7日文部省告示第5号参照）   

( 9)  学校教育法第102条第2項の 規定に よ り 大学院に 入学し た 者で あ っ て 、 本研究科に おい て 、

教育を 受け る に ふさ わ し い 学力があ る と 認め ら れた も の  

( 10)  大学又は専門職大学に 3年以上在学し た 者で あ っ て 、 本研究科に おい て 、 所定の 単位を

優秀な 成績で 修得し た も の と 認め ら れた も の ( 当該単位の 修得の 状況及び法科大学院が 当

該法科大学院に おいて 必要と さ れる 法学の 基礎的な 学識を 有する か ど う か を 判定する た め

に 実施する 試験の 結果に 基づき 、 こ れと 同等以上の 能力及び資質を 有する と 認め ら れ た も

の を 含む。 )  

( 11)  外国に おいて 学校教育に おけ る 15年の 課程を 修了し た 者、 外国の 学校が 行う 通信教育に

おけ る 授業科目を 我が 国に おい て 履修する こ と によ り 当該外国の 学校教育に おけ る 15年の

課程を 修了し た 者又は 我が 国に おい て 外国の 大学の 課程( そ の 修了者が 当該外国の 学校教

育に おけ る 15年の 課程を 修了し た と さ れる も の に限る 。 ) を 有する も の と し て 当該外国の

学校教育制度に おいて 位置付け ら れた 教育施設で あ っ て 、 文部科学大臣が 別に 指定する も

の の 当該課程を 修了し た 者で 、 本研究科に おい て 、 所定の 単位を 優秀な 成績で 修得し た も

の と 認め ら れた も の  

( 12)  本研究科におい て 、 個別の 入学資格審査に よ り 、 大学又は 専門職大学を 卒業し た 者と 同

等以上の 学力が あ る と 認め ら れた 者で 、 令和6（ 2024） 年3月31日ま で に 22歳に 達する も の  

※( 9) ( 10) ( 11) 又は( 12) に 掲げる 出願資格に よ り 出願し よ う と する 者は 、 あ ら か じ め 出願資

格の 認定を 受け る 必要が あ り ま すの で 、 「 Ⅴ 出願資格事前審査」 を 参照し て く だ さ い 。 

 

 

Ⅴ 出願資格事前審査 

 「 Ⅳ 出願資格」 の１ 【 一般】 の ( 9) ( 10) ( 11) 又は( 12) 、 ２ 【 社会人】 の ( 2) の⑨、 ３ 【 外国人

留学生】 の ( 9) ( 10) ( 11) 又は( 12) に 掲げる 出願資格に よ り 出願し よ う と する 者に つい て は、出願

前に 個別の 出願資格事前審査を 行い ま すの で 、 下記の と おり 事前審査に 必要な 書類を 提出し て

く だ さ い 。  

 

[ 事前審査提出書類]  

( 1)  入学試験出願資格認定申請書（ 所定用紙）  

( 2)  研究業績調書（ 所定用紙）  

( 3)  論文（ ( 2) の 研究業績調書の う ち か ら 主要論文1点を 3部提出し て く だ さ い 。 な お、 日本語

又は英語以外の 論文の 場合は 、 日本語訳文（ 志願者作成可） を 3部添付し て く だ さ い 。 ）  

( 4)  最終学校の 卒業証明書＊又は修了証明書＊ 
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( 5)  最終学校の 成績証明書＊ 

＊ 写し で も 可。（ た だ し 、出願資格認定後の 出願に 際し て は、原本を 提出し て く だ さ い 。）

日本語又は英語以外の 証明書の 場合は、 日本語訳文（ 志願者作成可） を 添付し て く だ さ

い 。  

 

出願資格事前審査書類提出期限 夏季試験： 令和5（ 2023） 年6月2日（ 金）  

冬季試験： 令和5（ 2023） 年10月13日（ 金）  

   ※封筒の 表に 「 出願資格事前審査」 と 朱書き し て く だ さ い 。  

 

     出願資格事前審査は提出さ れ た 書類に よ り 行い ま す。 審査の 結果は 、 本人あ て に 郵送で 通

知し ま す。 （ 電話によ る 問い 合わ せに は応じ ま せん 。 ）  

    出願資格事前審査の 結果、 出願を 認め ら れた 者は、 次の 「 Ⅵ 出願手続等」 に よ り 出願する

こ と が で き ま す。  

 

 

Ⅵ 出願手続等 

１  出願書類等 

出 願 書 類 等  

必 要 書 類  

摘           要  一  

 

般  

社  

会  

人  

外 国

人 留

学 生  

入 学 願 書  

（ 所 定 の 用 紙 ）  
●  ●  ●  

・ 写 真 は 、 上 半 身 正 面 向 無 帽 で 、 出 願 前 3 か 月 以 内 に 撮 影 し   

た も の を 貼 付 し て く だ さ い 。  

（ 写 真 の 大 き さ 縦 4ｃ ｍ ×横 3. 5ｃ ｍ  1 枚 ）  

成 績 証 明 書  

及 び  

卒 業 ( 見 込 ) 証 明 書 

●  ●  ●  

・ 出 身 大 学 の 学 長 又 は 学 部 長 が 作 成 し 、 厳 封 し た も の （ 写 し

不 可 ）  

・ 偽 造 防 止 用 紙 に よ る 証 明 書 の 場 合 は 、 特 に 厳 封 を 要 し ま せ

ん 。  

・ 日 本 語 又 は 英 語 以 外 の 証 明 書 の 場 合 は 、 日 本 語 訳 文 （ 志 願

者 作 成 可 ） を 添 付 し て く だ さ い 。  

・ 海 外 の 大 学 等 の 卒 業 （ 見 込 ） 者 で 、 卒 業 （ 見 込 ） 証 明 書 内

に 学 位 名 が 記 載 さ れ て い な い 場 合 は 、 併 せ て 学 位 授 与 （ 見

込 ） 証 明 書 の 提 出 が 必 要 で す 。  

・ 婚 姻 等 に よ り 証 明 書 に 記 載 さ れ た 氏 名 と 現 在 の 氏 名 が 相 違

し て い る 場 合 は 、 改 名 し た こ と を 証 明 す る 公 的 書 類 を 添 付

し て く だ さ い 。  

修 学 歴 調 書  

（ 所 定 の 用 紙 ）  

※ 該 当 す る 者 の み  

▲  ▲  ▲  ・ 外 国 で の 修 学 歴 の あ る 者 は 、 必 ず 提 出 し て く だ さ い 。  

入 学 試 験 論 文  ●  ●  ●  

・ Ⅵ の 4 の 「 入 学 試 験 論 文に つ い て 」 に よ り 作 成 し て く だ さ

い 。  

・ Ａ 4 判 用 紙 を 使 用 し 、 所 定 の 表 紙 を 付 し て 提 出 し て く だ さ

い 。 な お 、 表 紙 に は 論 文 題 目・ 氏 名 を 記 入 し 、 該 当 す る 出 願

区 分 に ○ を 付 し て く だ さ い 。  

・ ペ ー ジ 番 号 を 右 下 に 付 し て く だ さ い 。  
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出 願 書 類 等  

必 要 書 類  

摘           要  
一  

 

般  

社

会

人  

外 国

人 留

学 生  

I ELTS( Academi c  

Modul e ) 、  

TOEFL-i BT Tes t 、  

又 は  

TOEFL-I TP Tes t s  

の 成 績 票  

（ い ず れ か １ つ の み ）  

※ 該 当 す る 者 の み  

▲    

・ 【 一 般 】 区 分 志 願 者 で 、 試 験 科 目 「 言 語 」 に 「 英 語 」 を 選

択 す る 者 は 、 英 語 外 部 検 定 試 験 の 結 果 を 提 出 し て く だ さ い 。 

・ 詳 細 は 、 「 Ⅷ  英 語 外 部 検 定 試 験 の 利 用 に つ い て 」 を 必 ず

確 認 し て く だ さ い 。  

職 歴 等 調 書  

（ 所 定 の 用 紙 ）  
 ●   

・ 過 去 及 び 現 在 に お い て た ず さ わ っ て い る 職 務 内 容 、 研 究 経

歴 又 は 卒 業 論 文 等 の 概 要 等 に つ い て 記 入 し て く だ さ い 。  

有 職 証 明 書  

※ 該 当 す る 者 の み  
 ▲   

・ 年 齢 25 歳（ 令 和 6（ 2024） 年 3 月 31 日 現 在 ） 未 満 の 者 で 、

官 公 庁・ 会 社 等 に 在 職 し て い る 者 は 在 職 の 事 実 を 証 明 す る 書

類（ 写 し 不 可 ） を 、 ま た 、 就 職 が 内 定 し て い る 者 は 内 定 通 知

等 の 書 類 （ 写 し で も 可 ） を 提 出 し て く だ さ い 。  

検  定  料  

（ ３ ０ ， ０ ０ ０  円 ）  
●  ●  ●  

・ 検 定 料 納 入 シ ス テ ム に よ り 納 入 し て く だ さ い 。 詳 細 に つ い

て は 別 紙 「 検 定 料 納 入 シ ス テ ム に よ る 検 定 料 納 入 方 法 に つ

い て 」 を ご 確 認 く だ さ い 。  

ht t ps : //www1. l ang. os aka-

u. ac . j p/j c/admi s s i on/a _ l s _ i nf o. ht ml  

・ 納 入 完 了 後 、 検 定 料 納 入 証 明 書 ( PDF フ ァ イ ル ) を ダ ウ ン ロ

ー ド し 、 A4 サ イ ズ で 印 刷 の う え ほ か の 出 願 書 類 と と も に 提

出 し て く だ さ い 。  

・ 手 数 料 は 志 願 者 の 負 担 と し ま す 。  

・ 納 入 期 間 は 以 下 の 通 り で す 。  

夏 季 2023 年 5 月 29 日 （ 月 ） か ら 6 月 16 日 （ 金 ）  

冬 季 2023 年 11 月 20 日 （ 月 ） か ら 12 月 1 日 （ 金 ）  

※ 最 終 日 の 午 後 5 時 ま で 。  

（ 注 ） 国 費 外 国 人 留 学 生 と し て 入 学 す る 者 に つ い て は 、 検 定

料 は 不 要 で す 。 た だ し 、 国 費 外 国 人 留 学 生 で あ る こ と を

証 明 で き る 書 類 を 提 出 し て く だ さ い 。 （ 本 学 大 学 院 言 語

文 化 研 究 科 言 語 社 会 専 攻 、 日 本 語・ 日 本 文 化 専 攻 、 並 び

に 人 文 学 研 究 科 外 国 学 専 攻 及 び 日 本 学 専 攻 応 用 日 本 学

コ ー ス 、 及 び 本 学 外 国 語 学 部 に 在 籍 し て い る 国 費 外 国 人

留 学 生 は 提 出 不 要 で す 。 ）  

受験票・ 写真票・ 発送票

（ 所 定 の 用 紙 ）  
●  ●  ●  

・ 太 枠 内 に 必 要 事 項 を 記 入 し て く だ さ い 。  

・ 写 真 票 に 入 学 願 書 と 同 じ 写 真 を 1 枚 貼 付 し て く だ さ い 。  
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出願書類等 

必要書類 

摘          要 
一 

 

般 

社

会

人 

外国

人留

学生 

返信用封筒 

（受験票送付用） 
● ● ● 

・長形 3 号（120mm×235mm）封筒に出願者の郵便番号、住所、

氏名を明記し、84 円分の郵便切手を貼付してください。（書

留による受験票発送を希望する場合は、434 円分の郵便切手

を貼付してください。） 

住民票の写し 

（外国人の出願者の

み） 

▲ ▲ ● 

・外国人の出願者は、市区町村長発行の在留資格及び在留期

間を明記した ｢ 住民票の写し（原本）｣ を提出してくださ

い。 

・出願者以外の世帯員については、証明不要です。 

なお、外国人住民登録をしていない者は、「パスポート」の

氏名、入国日及び在留資格を記載している箇所の写しを提出

してください。ただし、海外在住の者は「パスポート」の顔

写真のページの写しを提出してください。法務大臣が日本で

の永住を認めた者については、提出する必要はありません。 

（注）１  出願書類は返却しません。 

      ２ 納入された検定料は返付しません。ただし、出願書類の不備等の理由により出願書類を

受理しなかった場合又は誤って納入した場合は、本人の請求に基づいて返付します。 

 

２ 出願期間 

（1）夏季試験 令和5（2023）年6月5日(月)から6月16日(金) 

（2）冬季試験 令和5（2023）年11月27日(月)から12月1日(金) 

 

３ 出願方法（以下のいずれかの方法で出願してください。） 

(1) 【持参による場合】 

・提出場所：大阪大学箕面キャンパス 外国学研究講義棟2階 箕面事務部学生支援係 

   ・出願書類受付時間：平日9時00分～11時15分、12時15分～17時00分(時間厳守のこと） 

 (2）【郵送による場合】 

・出願書類を角形2号（240mm×332mm）封筒に入れて、封筒の表に「博士前期課程日本

学専攻応用日本学コース入学願書在中」と朱書きし、箕面事務部学生支援係に必ず

出願期間内に到着（必着）するように書留により発送してください。 

・ただし、期限後に到着したもので、夏季試験にあっては令和5（2023）年6月14日（水）

以前、冬季試験にあっては令和5（2023）年11月29日(水)以前の日本国内発信局消印の

あるものについては受け取ります。 

 

４ 入学試験論文について 

日本学専攻応用日本学コース実践トラック【一般・社会人・外国人留学生】 

別表「入学試験論文一覧表」及び次の（注）の指示により作成してください。 

（注）パソコン（日本語ワープロソフト）を使用して作成する場合は、Ａ4判・縦長・横書きとし、

１行40字・１ページ30行で作成してください。 
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別表「 入学試験論文一覧表」  

  日本学専攻応用日本学コ ース  

コ ー ス ・ ト ラ ッ ク  論  文  の  内  容  字  数  摘   要  

応用日本学 コ ース  

実践ト ラ ッ ク  

「 比 較 日 本 学 」 「 応 用 日 本 語 学 」

「 日 本 語 教 育 学 」 の い ず れ か の 分

野 に 関 す る 研 究 論 文（ 10, 000字 程

度 ） 。 た だ し 、 研 究 論 文 の 末 尾 に

は 、 入 学 後 の 研 究 計 画（ 1, 000字 程

度 ） を 含 む こ と 。  

10, 000 字 程

度  

使 用 言 語 は 日 本 語 と

す る 。  

※ 英 語 に よ る 要 約 を

添 付 す る こ と 。  

 

  

Ⅶ 入学者選抜方法 

 入学者の 選抜は、 学力検査の 成績、 口述試験、 入学試験論文、 成績証明書及びそ の 他の 提出

書類等の 審査の 結果を 総合し て 行い ま す。  

( 1)  学力検査等の 日程 

   

① 夏季試験  令和5（ 2023） 年8月5日（ 土）  

② 冬季試験  令和6（ 2024） 年2月4日（ 日）  

 

・ 下記の 要領に よ り 、 専門科目及び言語の 試験並びに 口述試験を 行い ま す。  

・ 【 社会人】 及び【 外国人留学生】 に つい て は、 言語の 試験を 課さ な い も の と し ま す。  

 

【 一般・ 社会人・ 外国人留学生】  

試験科目 

（ 配 点）  
試 験 時 間 摘     要 

学

力

検

査 

*1 

専門科目 

（ 200点）  

【 一般・  

社会人・  

外国人留学生】  

10： 00～ 

12： 00 

各 自 の 専 攻 分 野 に 関 す る 問 題

を 課し ま す。  

言  語 

（ 100点）  

【 一般】  

13： 00～ 

14： 00 
次頁の※を 参照の こ と 。  

 

 

 

口述試験 

*2 

 

【 社会人】  

【 外国人留学生】  

13： 30～ 入 学 試 験 論 文 及 び 研 究 計 画 等

に つ い て 、 口 述 試 験 を 行 い ま

す。  
【 一般】  

14： 30～ 

＊ 1 学 力 検 査 「 専 門 科 目 」 「 言 語 」 の い ず れ か の 得 点 が 満 点 の 6割 に 満 た な い 場 合 は 、 他 の

試 験 科 目 の 得 点 に か か わ ら ず 、 入 学 試 験 不 合 格 と し ま す 。  

＊ 2 口 述 試 験 の 結 果 が 不 合 格 の 場 合 は 、 学 力 検 査 の 結 果 に か か わ ら ず 、 入 学 試 験 不 合 格 と し

ま す 。  
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※ 入学願書の 「 試験科目 言語」 欄に 受験する 言語を 記入する こ と 。  

中 国 語 、 朝 鮮 語 、 モ ン ゴ ル 語 、 イ ン ド ネ シ ア 語 、 フ ィ リ ピ ン 語 、 タ イ 語 、 ベ ト ナ ム 語 、 ビ ル マ

語 、 ヒ ン デ ィ ー 語 、 ウ ル ド ゥ ー 語 、 ア ラ ビ ア 語 、 ペ ル シ ア 語 、 ト ル コ 語 、 ス ワ ヒ リ 語 、 ロ シ ア

語 、 ハ ン ガ リ ー 語 、 ド イ ツ 語 、 デ ン マ ー ク 語 、 ス ウ ェ ー デ ン 語 、 英 語 、 フ ラ ン ス 語 、 イ タ リ ア

語 、 ス ペ イ ン 語 、 ポ ル ト ガ ル 語 の う ち か ら 、 「 第 一 言 語 」 を 除 く 、 志 願 者 選 択 の １ 言 語 の 問 題

を 課 す 。 た だ し 、 外 国 人 の 志 願 者 は 、 前 記 言 語 に 代 え て 日 本 語 を 選 択 受 験 す る こ と が で き る 。  

「 第 一 言 語 」 と は 、 い わ ゆ る 「 母 語 」 の こ と で 、 志 願 者 が 最 も 自 己 を 表 現 し や す い 言 語 を い

う 。  

【 一 般 】 区 分 志 願 者 で 、 試 験 科 目 「 言 語 」 に 「 英 語 」 を 選 択 す る 者 に は 「 言 語 」 の 筆 記 試

験 を 課 し ま せ ん 。 そ の 代 わ り 、 英 語 外 部 検 定 試 験 の ス コ ア を 人 文 学 研 究 科 日 本 学 専 攻 応 用 日

本 学 コ ー ス が 定 め る 換 算 式 に 基 づ い て 得 点 換 算 し ま す 。  

英 語 外 部 検 定 試 験 成 績 の 提 出 方 法 に つ い て は 、「 Ⅶ  英 語 外 部 検 定 試 験 の 利 用 に つ い て 」 を

確 認 し て く だ さ い 。  

 

( 2)  試 験 場 

 大阪大学箕面キ ャ ン パス   

大阪府箕面市船場東３ 丁目５ 番10号 

（ h ttp s: //w w w . osak a -u . a c. j p /j a /access/m i n oh /m i n oh . h tm l ）  

 

 

Ⅷ  英語外部検定試験の 利用に つい て  

【 一般】 区分志願者で 、試験科目「 言語」 に「 英語」 を 選択する 者は 、I ELTS ( Academi c Modul e) 、  

TOEFL-i BT Tes t 、 又は TOEFL-I TP Tes t s の 成績票（ い ずれか １ つの み） を 提出し て く だ さ い 。

成績票の 提出に あ た っ て は、 以下の 点に つい て 留意願い ま す。  

 

【 全般的事項】  

  ① I E L TS ( A cadem i c M od u l e) 、 ②TO E F L -i B T  T est、 又は ③TO E F L -I TP T ests の 成績

票（ い ずれか １ つのみ） を 提出し て く だ さ い 。  

  2021 年 4 月 1 日以降に 受験し た も の で 、 出願時に おい て 有効期限内で あ る 成績票の み

有効で す。  

  提出さ れた 成績票は返却し ま せん 。  

 

【 ①  I E LT S( A cad em i c M odu l e) 】  

  I E L TS 事務局か ら 大学に 直接送付さ れる 電子送信で の 成績証明書（ Test R ep or t F or m ）

の み受け 付け ま す。  

  イ ン タ ーネ ッ ト で I E L TS 事務局に 申請さ れる 際に は 、 送付先を 「 大阪大学大学院人文

学研究科外国学専攻／日本学専攻応用日本学コ ース （ 箕面事務部学生支援係） 」 、 送付

先住所を 「 〒562-8678 大阪府箕面市船場東 3-5-10」 と し 、 備考欄に 「 電子送信」 の 旨

を 記入し て く だ さ い。  

  I E L TS 事務局か ら 大学へ直接送付さ れる 成績証明書（ Test R ep or t  F or m ） が 出願期間

内に 届か な い 見込みの 場合は 、I E L TS か ら 受験者宛て に 発行さ れた 成績票（ Test R ep or t  

F or m ） の 写し を 提出し て く だ さ い 。 た だ し 、 そ の 場合で も 、 I E L TS 事務局か ら 大学に

直接送付さ れる 成績証明書（ Test R ep or t F or m ） の 送付申請は必ず行っ て く だ さ い 。 夏

季試験に あ っ て は令和 5（ 2023） 年 7 月 28 日（ 金） ま で に 、 冬季試験に あ っ て は令和

6（ 2024） 年 1 月 19 日（ 金） ま で に I E L TS 事務局か ら 大学に 成績証明書（ Test R ep or t  

F or m ） が 直接届か な い 場合は 得点換算し ま せん 。  

  I E L TS（ G en er a l  T r a i n i n g  M odu l e） は認め ま せん 。  
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【 ② TO E F L -i BT  Test 】  

  E TS（ E d u ca t i on a l  Test i n g  Ser v i ce 以下同じ 。 ） か ら 大学に 直接送付さ れる 公式ス コ ア

レ ポ ート（ I n st i tu t i on a l  Scor e R epor t  又は Off i ci a l  Scor e R ep or t） の み受け 付け ま す。  

  イ ン タ ーネ ッ ト で E TS に 大学への 直接送付の 申請を し て く だ さ い 。 申請の 際に 必要と

な る 登録コ ード は 「 C685」 で す。 ま た 、 D ep a r tm en t Code が 必要な 場合は「 98  oth er  

h u m an i t i es」 を 選択し て く だ さ い 。（ E TS か ら ス コ ア レ ポ ート 発送後、 大学に 到着する

ま で に ４ ～６ 週間以上要する 場合も あ り ま すの で 、 余裕を も っ て 申請し て く だ さ い 。 ） 

  E T S か ら 大学に 直接送付さ れる 公式ス コ ア レ ポ ート （ I n st i tu t i on a l  Scor e R ep or t  又は 

Offi ci a l  Scor e R epor t） が 出願期間内に 届か な い 見込みの 場合は、 E TS  か ら 受験者宛て

に 発行さ れた Test Ta k er  Scor e R epor t  又は E xam i n ee Scor e R ep or t の写し を 提出し

て く だ さ い 。 た だ し 、 そ の 場合で も 、 E T S か ら 大学に 直接送付さ れる 公式ス コ ア レ ポ ー

ト （ I n st i tu t i on a l  Scor e R ep or t  又は Off i ci a l  Scor e R ep or t） の 送付申請は必ず行っ て

く だ さ い 。 夏季試験に あ っ て は令和 5（ 20223） 年 7 月 28 日（ 金） ま で に 、 冬季試験に

あ っ て は令和 6（ 2024） 年 1 月 19 日（ 金） ま で に E TS か ら 大学に 公式ス コ ア レ ポ ート

（ I n st i tu t i on a l  Scor e R ep or t  又は Off i ci a l  Scor e R ep or t） が 直接届か な い 場合は無効

と な り ま す。  

  Test  D a te Scor es の みを 利用し ま す。 （ M yB est Scor es は利用し ま せん 。 ）  

 

【 ③ TO E F L -I TP Tests 】  

  TO E F L -I T P Tests の ス コ ア レ ポ ート （ 受験者用控え ） の 写し を 提出し て く だ さ い 。  

  本学以外で 受験し た TO E F L -I TP T ests の ス コ ア レ ポ ート （ 受験者用控え ） の 写し を 提

出する 場合は 、 テ ス ト を 実施し た 機関（ 所属（ 出身） 大学等） か ら 原本証明が 必要で す。

（ 原本証明の 無い も の は無効と し ま す。 ）  

  出願期間内に ス コ ア レ ポ ート （ 受験者用控え ） の写し の 提出が 無い 場合は無効と な り ま

す。  

 

 

Ⅸ 合格者の 発表 

 合格者の 発表は、 下記の 日時に 大阪大学箕面キ ャ ン パス 外国学研究講義棟2階掲示板に 、受験

番号の 掲示に よ り 行う と と も に 、 合格者に は 合格通知書を 送付し ま す。  

 な お、 合否に 関する 電話に よ る 問い 合わ せに は一切応じ ま せん 。  

ま た 、 人文学研究科日本学専攻応用日本学コ ース の ウ ェ ブ サ イ ト で も 合格者の 受験番号を 公

開する 予定で す。  

 

夏季試験 冬季試験 

令和5（ 2023） 年8月17日（ 木） 13： 00 令和6（ 2024） 年2月13日（ 火） 13: 00 

 

 

Ⅹ 入学手続 

 合格者は、 合格通知に 同封する 入学手続案内に 従い 、 入学手続を 完了し て く だ さ い 。  

 な お、 指定さ れ た 入学手続期間中に 入学手続を 完了し な い者に つい て は 、 入学を 辞退し た も

の と し て 取り 扱い ま す。  

※入学手続期間は 、 令和6（ 2024） 年3月1日（ 金） ～3月5日（ 火） の 予定で す。  

 

 

Ⅺ 入学料及び授業料（ 下記の 金額は 予定で あ り 、 今後変更する こ と が あ り ま す。 ）  

 １  入学料 282, 000円 

２  授業料 535, 800円（ 前期分 267, 900円・ 後期分 267, 900円）  

 （ 注１ ） 在学中に 授業料の 改定が 行わ れた 場合に は、 改定時か ら 新授業料が 適用さ れま す。  
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 （ 注２ ） 入学料及び授業料の 支払方法等に つい て は、 入学手続案内に て 通知し ま す。  

 

 

Ⅻ 人文学研究科特待留学生制度（ 私費外国人留学生と し て 入学を 予定する 者の み対象）  

人文学研究科で は、 柔軟な 発想に 基づく 研究力の 強化と 想像力に 富む優秀な 留学生の 受入増

進の た め 、 大学院入学試験に おい て 優秀で あ る と 認め ら れ る 私費外国人留学生を 対象と し て 、

人文学研究科特待留学生制度を 設け て い ま す。  

こ の「 博士前期課程日本学専攻応用日本学コ ース 」 の 選抜は、 人文学研究科特待留学生制度

の 採用対象と な っ て い る 入学試験で あ り 、 本制度の 申請を 希望する 者で 、 こ の 試験に 合格し 、

特待留学生に ふさ わ し い 最優秀の 私費外国人留学生で あ る と 認め ら れた 者につい て は 、 若干名

を 特待留学生と し て 採用し ま す。  

ま た 、 人文学研究科特待留学生と し て 採用さ れた 者に つい て は「 特待留学生授業料免除制度

（ 正式名称 大阪大学優秀な 私費外国人留学生に 対する 授業料免除制度） 」 を 適用し 、 在学中

（ た だ し 、 博士前期課程の 標準修業年限2年の 間に 限る 。 ） の 授業料の 全額免除を 実施し ま す。  

な お、 人文学研究科で は、 特待留学生と し て 入学する 留学生に 対し て 、 グ ロ ーバルな 研究環

境構築に 向け て 主導的な 枠割を 果た すこ と を 期待し て おり 、 授業料免除制度以外に も 、 特待留

学生を 中心と し た 取組みも 実施する 予定で す。 具体的な 取組みは、 採用さ れた 者に 改め て お知

ら せし ま す。  

申請を 希望する 者は、 別紙「 優秀な 私費外国人留学生に 対する 授業料免除制度に つい て 」 を

参照し 、 自身が 対象に 該当する こ と を 必ず確認の う え 、 入学願書の 所定欄にチェ ッ ク を 入れて

出願し て く だ さ い 。  

 

 

ⅩⅢ  個人情報の 取扱い  

１  出願時に 提出し て い た だ い た 氏名、 住所、 そ の 他の 個人情報に つい て は、「 入学者選抜（ 出

願処理、 選抜試験実施） 」 、 「 合格者発表」 及び「 入学手続」 等の 入試業務を 行う た め に 利

用し ま す。  

な お、 合格者に つい て は合格発表日以降、 入学後に 履修可能な 教育プ ロ グ ラ ム に つい て 案

内する た め に 利用する こ と が あ り ま す。   

ま た 、 入学者に つい て は、 「 教務関係（ 学籍管理、 修学指導） 」 、 「 学生支援関係（ 健康

管理、 授業料免除・ 奨学金申請、 就職支援等） 」 及び「 授業料収納に 関する 業務」 を 行う た

め にも 利用し ま す。  

２  入学者選抜に 用い た 試験成績等の 個人情報は、 入試結果の 集計・ 分析及び入学者選抜方法 

の 調査・ 研究のた め に 利用し ま す。  

３  1及び2で 得ら れた 個人情報は、 上記の ほ か 、「 入学者選抜方法及び大学教育の 改善」 、「 大

学の 管理運営（ 各種調査・ 分析、 事業企画等） 」 の た め に利用する こ と が あ り ま す。 た だ し 、

個人が 特定さ れる 形で 、 そ の 成果が 公表さ れる こ と はあ り ま せん 。  

４  上記の業務を 行う に あ た り 、 一部の 業務を 外部の 業者に 委託する 場合が あ り ま す。  

こ の場合、 外部の 事業者と 個人情報の 取扱いが 適切に 行わ れる よ う 契約を 結ん だ 上で 、 当該

事業者に 対し て 、 提出し て い た だい た 個人情報の 全部ま た は一部を 提供し ま す。  

 

 

ⅩⅣ 入学試験に おけ る 個人成績の開示に つい て  

本入学試験に おけ る 個人成績等に つい て 、 開示を 希望する 受験者本人か ら の 申請に 基づき 、

次の と おり 開示し ま す。  

 （ 1） 開示内容 

 ①受験者本人の 学力検査（ 専門科目） の 得点 

②受験者本人の 学力検査（ 言語） の 合否（ 「 合格」 ま た は 「 不合格」 ）  

③受験者本人の 口述試験の 合否（ 「 合格」 ま た は「 不合格」 ）  

 ④受験し た 区分（ 一般・ 社会人・ 外国人留学生） の 中で の 、合格者の 学力検査（ 専門科目）
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の 最低点 

 た だ し 、 当該区分の 合格者が5名未満の 場合は④は 開示し ま せん 。  

 （ 2） 申請受付期間 各試験の 合格者発表日か ら 2週間 

   （ 3） 申請方法  

希望者は申請受付期間内に 、 下記（ 4） の 提出書類を 担当係へ「 特定記録郵便」 に て 郵送

し て く ださ い 。 申請受付期間内の 消印が あ る 特定記録郵便に 限り 、 期限後に 到着し た 場

合で も 受理し ま す。  

担当係 〒562-8678 大阪府箕面市船場東 3 丁目 5 番 10 号 

     大阪大学人文学研究科箕面事務部学生支援係 

 （ 4） 提出書類  

①入学試験情報開示申請書 

 大阪大学大学院人文学研究科日本学専攻応用日本学コ ース ウ ェ ブ サ イ ト

（ ht t ps : //www1. l ang. os aka-u. ac. j p/j c/admi s s i on/a_ l s _ i nf o. ht ml ） か ら ダ ウ ン ロ ー

ド で き ま す。  

 ②受験票の 写し  

 ③返信用封筒定形（ 長形3号） の 封筒に 返信先住所・ 氏名を 明記し 、 特定記録郵便に

必要な 郵便切手244円分を 貼付し て く だ さ い 。  

（ 5） 通知方法 

 申請受付期間終了後、 特定記録郵便で 申請者宛に 開示内容を 通知し ま す。  

（ 6） 注意事項 

 ①期間終了後の 申請は 受理し ま せん 。  

 ②担当係窓口で の 開示内容の 通知の 受け 取り はで き ま せん 。  

 

 

ⅩⅤ そ の 他 

１  入学願書等の 所定様式は 、 人文学研究科日本学専攻応用日本学コ ース ウ ェ ブ サ イ ト （ 入試

情報） か ら ダ ウ ン ロ ード の う え 利用し て く ださ い 。 提出書類は 全て Ａ 4判用紙（ 白紙） で 印刷

し て く だ さ い 。 （ ht t ps : //www1. l ang. os aka-u. ac. j p/j c/admi s s i on/a_ l s _ i nf o. ht ml ）  

ウ ェ ブ サ イ ト か ら ダ ウ ン ロ ード 及び印刷で き る 環境に な い 方は 、 郵送で 請求し て く だ さ い 。

郵送で 請求を 行う と き は、 封筒の表に「 博士前期課程日本学専攻応用日本学コ ース 募集要項

請求」 と 朱書き し 、 返信用封筒（ 角形2号（ 240mm×332mm） に 210円分の切手を 貼付し 、 本人

の 宛名を 明記し た も の ） を 同封の 上請求し て く ださ い 。 請求・ 照会先等は、 巻末の《 問い 合

わ せ先》 と し ま す。    

２  出願書類の 記入事項及び書類等に 不備が あ る 場合は、 受理し ま せん 。  

３  出願書類受理後は 、 書類の 差し 替え や記入事項の 変更は認め ま せん 。 ま た 、 出願書類及び

納付さ れた 検定料は次の 場合を 除き 返付し ま せん 。  

ア ） 出願し た が 受験資格が な か っ た 場合  

イ ） 出願書類受理期限後に 出願書類が 到着し た 場合  

ウ ） 出願書類に 不備が あ り 受理で き な か っ た 場合  

エ ） 検定料を 振り 込ん だ が 出願し な か っ た 場合  

オ ） 検定料を 誤っ て 二重に 振り 込ん だ 場合 

※エ ） と  オ ） の 場合は、 返還請求を 希望する 旨、 巻末の《 問い合わ せ先》 へ連絡し て く だ さ

い 。  

４  出願書類等に 虚偽の 記載を し た 者は 、 入学決定後で あ っ て も 入学の 許可を 取り 消すこ と が

あ り ま す。  

５  受験票は 、 夏季試験に あ っ て は令和 5（ 2023） 年 6 月 30 日（ 金） 、 冬季試験に あ っ て は令

和 6（ 2024） 年 1 月 5 日（ 金） に 出願者へ郵便で 発送する 予定で す。 な お、 夏季試験に あ っ

て は令和 5（ 2023） 年 7 月 5 日（ 水） 、 冬季試験に あ っ て は 6（ 2024） 年 1 月 10 日（ 水） を

過ぎ て も 受験票が 到着し な い 場合は、 巻末の 《 問い 合わせ先》 に 問い 合わ せて く だ さ い 。  

６  障が い 等の あ る 者で 、受験及び修学に 際し て 特別な 配慮を 必要と する 者は、 出願に 先立ち 、
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夏季試験志願者に あ っ て は令和 5（ 2023） 年 6 月 2 日（ 金） 、 冬季試験志願者に あ っ て は令

和 5（ 2023） 年 10 月 13 日（ 金） ま で に 、 巻末の《 問い 合わ せ先》 に 問い 合わ せて く だ さ い 。  

７  出願後に 住所変更等が あ っ た 場合は、 速やか に 巻末の《 問い 合わ せ先》 に 連絡し て く だ さ

い 。  

８  出願に あ た っ て は 、 自身が 志望する 研究内容等を 踏ま え 、 後掲の 参考資料「 教員研究分野

一覧」 に よ り 担当教員、 研究分野及び研究題目等を 十分に 確認し て おい て く だ さ い 。  

９  過去の 入試問題は 、 箕面事務部学生支援係で 閲覧する こ と が で き ま す。 （ コ ピ ーは不可）

当該年度に 受験者が な か っ た 専攻の 試験問題は閲覧で き ま せん 。 詳し く はウ ェ ブ サ イ ト 上の

「 過去の 入試問題に つい て 」 を 確認し て く だ さ い 。  

（ ht t ps : //www1. l ang. os aka-u. ac. j p/j c/admi s s i on/a_ l s _ i nf o. ht ml ）  

 

 

ⅩⅥ 受験上の注意 

１  試験場（ 大阪大学箕面キ ャ ン パ ス ） に つい て は 、 大阪大学ウ ェ ブ サ イ ト ア ク セ ス マ ッ プ

（ h ttp s: //w w w .osak a -u . a c. j p /j a /access/） や巻末の 案内図等を 参照し て く だ さ い 。  

２  試験室等に つい て は、 試験当日、 大阪大学箕面キ ャ ン パス 外国学研究講義棟１ 階エ ン ト ラ

ン ス ホ ールに 掲示する 予定で す。  

３  試験当日は、 受験票及び筆記用具（ 黒鉛筆又は黒い 芯のシ ャ ープ ペン シ ル、 消し ゴ ム ） を

必ず持参し て く だ さ い 。 な お、 受験票を 忘れた 場合は、 試験場本部に 申し 出て く だ さ い 。  

４  時計に つい て は、 計時機能だ け の も の に 限り 使用を 認め ま す。  

５  受験者は 、 試験開始時刻の20分前ま で に 試験室に 入室し 、 受験番号ご と に 指定さ れた 受験

席に 着席し て く だ さ い 。  

６  試験開始時刻に 遅刻し た 場合は、 試験開始時刻後20分以内の 遅刻に 限り 、 受験を 認め ま す。 

７  試験開始後は、 原則と し て 当該試験終了ま で 退室を 認め ま せん 。 な お、 試験中の 発病等や

むを 得な い 事情に よ り 一時退室を 希望する 場合は、 挙手し て 試験監督者に 申し 出て く だ さ い 。 

８  試験に 関し て 不正な 行為が あ る と 認め た 時は、 そ の 者の試験を 無効と し 、 以後の 受験を 禁

止し ま す。  

９  口述試験の 開始 10 分前ま で に は 口述試験控室に 待機し て おい て く だ さ い 。  

10 口述試験の 最終終了予定時刻は 18 時で すが 、 事情によ っ て はそ れよ り 若干遅く な る こ と

が あ り ま す。  

11 試験当日は、 学内食堂等は営業し て おり ま せん の で 、 昼食は各自で 用意し て く だ さ い 。  
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●日本学専攻応用日本学コース教員研究分野一覧（予定）

分野 職名 担当教員 研究分野 研究題目

五之治  昌比呂   比較文学 日本における西洋古典受容の研究

岩井  茂樹 日本文化史、比較文化 ①伝統文化研究　②諸概念の受容および変容研究　③表象文化研究

佐野  方郁  日本史学
①近現代日本の国際関係に関する研究
②戦後日本の史学史に関する研究

柴田  芳成 日本古典文学 中世文学の研究

水野　亜紀子 日本近代文学 日本近代女性文学の研究　　　　　

松村　薫子 日本文化学、民俗学
①民間信仰の研究
②妖怪文化の研究

永原　順子 日本文化論
①伝統芸能、祭礼、怪異伝承の研究
②自然科学の視点を用いた日本文化研究

岩井  康雄 
日本語学、日本語音声学・音
韻論

①語彙カテゴリーと音韻　②日本語学習者音声の特徴

岸田  泰浩  理論言語学・言語類型論
①統語論を中心とした理論的研究・類型論的研究（格やevidentiality等）
②コーカサスの諸言語（アルメニア語やグルジア語）との対照研究

中田  一志  現代日本語文法、文法教育 日本語のモダリティ、アスペクト、複文研究

今井  忍  日本語学 日本語の形態法に関する認知言語学的研究

荘司  育子  日本語学・統語論
①機能語の類の統語論的研究
②統語的な観点からの文法体系の構築

山川  太  理論言語学
①日本語動詞における意味構造と統語的特徴との関連
②漢語レベルにおける意味構造の分析

山泉　実 言語学（意味論、語用論） 名詞句の認知意味論・認知語用論

村田　真実 方言学、社会言語学
①日本語諸方言の研究
②京阪式アクセントとその変種についての研究

儀利古　幹雄 音声学、音韻論、社会言語学 日本語音声の変化に関する社会言語学的研究

鴻野　知暁 日本語学
①奈良時代から平安時代を中心とした日本語の文法
②コーパス言語学

筒井　佐代  日本語教育学 ①日本語の会話の構造分析　②日本語の話しことば教育への会話分析の応用

小森　万里 日本語教育学
①アカデミック・ライティング教育
②日本語教育のための文法研究

髙井　美穂 日本語教育学
①日本語の会話分析
②会話分析を生かした日本語会話教材の開発

櫻井  千穂 日本語教育学 ①年少者日本語教育　②バイリンガリズム

立川　真紀絵 日本語教育学
①異文化間コミュニケーション
②日本語のビジネスコミュニケーションに関する研究
③アイデンティティ研究

比
較
日
本
学

応
用
日
本
語
学

日
本
語
教
育
学

教授

教授

講師

准教授

准教授

教授

准教授

注１）　指導教員には、主指導教員と副指導教員の区別があります。入学後に主指導教員が決まります。
注２）　この一覧表は、人文学研究科日本学専攻応用日本学コースと日本語日本文化教育センターの専任教員に限定して作成しておりますが、
　　　　今後変更となる場合があります。
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案内図・ 問い合わせ先 

《 案内図》  

 

 

 モ ノ レ ール ・ 北大阪急行線 ：   

千里中央駅下車 北へ徒歩 約 25 分 

※新御堂筋沿い を 北へ進ん で く だ さ い ｡( 住宅街は通ら な い よ う に ご 注意く だ さ い ｡)  

 

バス  ：  

◯阪急バス  

千里中央発 

⑦停留所 [ 81] [ 82] [ 83] 系統、 [ 85] 系統、 [ 22] 系統 

⑪停留所 [ 19] [ 20] 系統 

新船場北橋 下車 徒歩約 5 分 

※急行便な ど 新船場北橋に 停車し な い 便も あ り ま すの で 、 ご 注意く だ さ い 。  

※系統に よ っ て 、 下車する バス 停の 位置が 異な り ま す（ （ 北向き ） も し く は（ 西向き ） ） 。 

千里中央方面へは （ 南向き ） の バス 停を ご 利用く だ さ い。  

 

《 問い 合わせ先》  

大阪大学人文学研究科箕面事務部学生支援係 

〒562-8678 大阪府箕面市船場東 3 丁目 5 番 10 号 

E-mai l  j i n bu n -m i n oh -sh i en ＠off i ce. osak a-u . a c. j p   

 

 

※ 北 大 阪 急 行 線 延 伸計 画 に よ り 、 令 和 5（ 2023） 年 度 末 に 新

設 さ れ る 「 箕 面 船 場 阪 大 前 駅」 と 直 結 する 予 定 で す 。  
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